













申請先学部   基礎工学部 採択番号 No.3    
２０１９年度大阪大学未来基金【住野勇財団】学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書  
ふ り が な 


















  年 
 






















可視化するというパフォーマンスの演出を行いたいと思う。（画像 1 参照）[1] 
 
 
























出 A とする）。演出 A は、動きを直接的に表現する。[2] 
２つ目の演出は、画像 3 のような動きの速さを光の明るさに変換して LED で光らせる演出である
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画像 3 演出 B のイメージ 
 
4.研究経過 
 まず、今回行う演出の内容の概要を決定した。演出 A は、画像 2 のような映像の動きとリンクす
るエフェクトがついた演出である。演出 B は、画像 3 のような動きの速さを光の明るさに変換して
LED で光らせる演出である。演出 A、B のようなエフェクトを考え、それを作成する。 








＜演出 A について＞ 






















申請先学部   基礎工学部 採択番号 No.3    
 
 
画像 4 AfterEffects でのエフェクト作成様子 
 
＜演出 B について＞ 
 以下に、今回演出作成に用いた道具とその役割を示した。 
・M5stack gray 
・M5stack 用 NeoPixel 互換 LED テープ 
 
M5stack gray は 9 軸センサが内蔵されているため、加速度を測定ができ、さらに ESP32 が搭載さ
れているため、Wi-Fi 通信を扱うことができる。今回 2 個の M5stack gray を用いて、一方の M5stack 
gray で加速度を測定し、そのデータを Wi-Fi 通信を用いることによってもう一方の M5stack gray に
その加速度を送信した。もう一方の M5stack gray では M5stack 用 NeoPixel 互換 LED テープを接
続し、その加速度を受け取り、その加速度によって LED テープの光の明るさが変化するようにした。
以上のことは Arduino 環境でプログラムした。（画像 5 参照） 
 これを用いて作成した演出が画像 6 である。三角錐の形状の図形を用意し、それの内側に布を張





















for(int i=O; iく(NUMPIXELS)/2; i++) ( 
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画像 6 演出 B の様子 
 
＜アンケートについて＞ 





 学生 40 人に対するアンケートの結果、演出 A の方がよかったという人が 85％、演出 B の方がよ
かったという人が 15％であった。 
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